
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入試対策】 
・中１～３の学習内容において教科書レベルの例題や練習問題が確実に解ければ５０点は超える！ 

・２０点分ぐらいは超難問。配点も高いので出来れば解きたいが，高い技術や思考力が必要！ 

・残りの３０点分ぐらいはそこまで高い思考力を必要としないが，解答までの手順が多かったり，数値が
分数だったりするので，他県の入試問題等でそのような問題に慣れておこう！ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題例 問５ 確率 【主な特徴】 

問題ごとの難易度の差が激しい。 

特に，関数と図形で難易度が高い問

題が１８点分出題される。計算と高い

技術が必要。 

【出題形式】 
問１：計算問題(記号選択・５問) 

例年通りの出題内容。基本的な計算問題ばかり

なので，ここは満点が絶対条件。 

問２：小問集合(記号選択・５問) 

例年通り，計算系を中心に基本的な問題ばかり

なので，ここも満点を目指したい。 

問３：応用問題(記号選択・４問/記述・２問)  

(ア)の証明，(イ)の資料の問題は例年どおり。

(エ)が平面図形の難問であるのは去年と同様で

あるが，(ウ)に関数の文章問題が復活した。問題

としてはよくある問題であるが，答えを求めるた

めの手順が多く，素早い問題処理が求められる。 

問４：関数(記号選択・２問／記述・１問) 

(ア)(イ)は基本的な問題。ただし(イ)は計算の

手順も多く易しくはない。また(ウ)の面積の問題

は今年も関数の知識・技術だけではなく図形の

知識も必要であり，解答までの手順も多いため，

難易度は高い。 

問５：確率(記述・２問) 

例年より平易なルールであるが，問題の条件を

満たすにはどのような目が出ればいいかという

条件を一般化して考えることが出来ないと正解

するのは厳しい。 

問６：空間図形(記号選択・２問／記述・１問) 

３問とも円錐の定番の問題。ただし(ウ)の最短

距離は展開図を描いたあとに，与えられた条件を

図の割合に合わせこむ図形的な思考力や技術を

必要とする難易度が高い問題である。 

ということは，Ｐ，Ｑ，Ｒが２個ずつになればよいので… 

ということは，ＰかＱが０個になればよいので… 


